
先週、1学期の期末テストが行われました。現在、各教科で答案用紙が返却され、その

結果に一喜一憂しているところだと思います。テストは、学習の定着状況を確認するため

に行っています。点数の善し悪しで一喜一憂して終わるのではなく、学習の定着状況を確

認し、次の一歩を踏み出さなくてはいけません。具体的に次の一歩とは、以下のような取

り組みが挙げられます。

① 家庭学習で、間違えた問題、解けなかった問題をもう一度解き直してみる。

→ それでもダメなら、次の日に先生方や友達に質問して解決する。

② 自分のミス傾向をつかむ。

→ 家庭学習で「うっかりノート」をつくり、どうして間違えたのか、どういう間

違いをしたのか、自分のミス傾向を分析しておく。

①については、テスト前の「寺子屋・清風」で、先生方や友達、さらには後輩が先輩た

ちに質問するよい雰囲気がありました。テスト前だけでなく、テスト後にも、先生方、友

達、先輩に「聞く姿勢」を大事にしてもらえれば、学力向上まちがいなしです！

②については、昨年度も紹介したノートづくりですが、1年生は分からないと思います。

下にその例を載せておきましたので参考にしてください。間違えた理由・原因を明らかに

し、確認しておくことで、次のテストで同じミスをくり返さないようにすることが、この

ノートづくりの目的です。

テストの意義を踏まえ、是非、「次の一歩」を踏み出しましょう！




